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〈目的〉

沖合域の海況に関する情報を収集・分析し、持、海況予報等の資料とするほか、水産資源の安定の

ための基礎資料を得る。

〈試験研究方法〉

青森県の日本海沖合定線観測(年 4回)、太平洋沖合定線観測(年 4回)において、 CTDにより、 O

m~1000mの水温・塩分を観測する。合わせて、ノルパックネットにより Om~150m の鉛直曳きを行

い、卵稚仔、プランクトンを採集するほか、ニスキン採水器により Om~150m で採水し、クロロフィ

ルの分析を行う。また、浮魚類の漁獲情報の集計及び魚体精密測定を行う。

〈結果の概要・要約〉

得られた水温、塩分データは fresco

システムにより送信した。採取した卵稚

仔、プランクトン試料は、分析業務を担

当する関係機関へ送付した。

各調査結果に基づき、日本海における

対馬暖流勢力及び太平洋における津軽
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図 1 青森県沖合海洋観測定線図(日本海・太平洋)

暖流勢力についてウオダス等を通じて漁業関係者へ情報提供を行った。浮魚類の漁獲情報の集計結

果を frescoシステムにより送信した。更にスルメイカ、イワシ類、アジ・サパ類の魚体精密測定を

行い、測定結果を独立行政法人水産総合研究センターへ報告した。

〈主要成果の具体的なデータ〉

1.日本海 (6，9，11，3月)

(1)各層水温

6月は Om層で、かなり低く、 50m層、 100m層で、は平年並み。 9月は Om層で、平年並み、 50m層、

100m 層で、はやや低め011月は Om層、 50m層で、やや高め、 100m層ではかなり高め。 3月は Om

層、 100m層で、やや高め、 50m層ではかなり高め。

(2)対馬暖流の流幅

6月は櫨作崎線でやや広く、十三沖線では平年並み。 9月は櫨作崎線でやや広く、十三沖線で

はかなり広め。 11月は櫨作崎線、十三沖線ともに平年並み。 3月は櫨作崎線、十三線ともやや

広め。

(3)水塊深度

9月はやや深め、 6月、 11月、 3月は平年並み。
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(4)北上流量

11月はやや多め、 6月、 9月、 3月は平年並み。

(5)対馬暖流の勢力

11月はやや強め、 3月は平年並み~やや強め、 6月、 9月は平年並み。

2.太平洋 (6，9，12，3月)

(1)各層水温

6月は Om層で、かなり低め、 50m層、 100m層で、は平年並み。 9月は Om層でやや低め、 50m層、

100m 層で、は平年並み。 12月は Om層、 50m層、 100m層ともにかなり高め。 3月は Om層、 100

m層ともにやや高め。

(2)水塊深度

6月はやや深く、 12月はやや浅く、 9月、 3月ともに平年並み。

(3)津軽暖流の東方への張り出し位置

6月、 9月、 3月は平年並み、 12月はかなり東偏。

3.浮魚サンプリング

月 1回の割合で、外ヶ浜町平舘沖において、定置網の漁獲物からのサンプリングを試みたが、

マイワシは 6月及，...__2月に 12尾しか採取できなかった。カタクチイワシは 5、6、9月及び 1月、

サパ類は 9月と 2月、マアジは 5月、 9月、 1月及び 2月で、サンフ。/レを得られたのは 3，...__4回

であった。その中でサパ類及びカタクチイワシは 9月に新規加入を確認した。スルメイカは 6

，...__8月に計 4回の測定を実施した。

〈今後の問題点〉

今年度は燃油高騰により一部調査定点の削減を行った。今後も再び燃油が高騰すれば、観測スケ

ジュールの調整が困難とな

る可能性がある。また、定線

観測結果を詳細に解析し、水

産資源、との関係を明らかに

する必要がある。

また、浮魚精密測定の調査

表1 観測、測定項目一貫表
項目

定線海洋観測(日本海)
定線海洋観測(太平洋)

卵稚{子・プランクトン採集(日示海)
卵稚仔・プランクトン採集(太平洋)
クロロフィルa(太平洋)
スルメイカ精密測定
浮魚精密測定

4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月計。。@ @ 4因。 。@ @ 4由
20 20 2o w W地点

12 12 12 12 48地点
13 13 13 13 52地点。o 0 0 4ヶ月

000  0 0 0 0 0 0 000  周年

対象種となっているイワシ類、アジ・サパ類の漁獲が低調に推移しているため、新規加入群を正確

に把握できるまでには至っていない。調査の継続を含め、調査内容を検討する必要がある。

〈次年度の具体的計画〉

定期海洋観測等により漁況情報を引き続き収集・分析する。その結果を frescoシステムにより送

信する。各調査結果により日本海の対馬暖流勢力及び太平洋の津軽暖流勢力等の海況情報をウオダ

ス、ホームページ等により水産関係機関、漁業者に提供する。

また、浮魚類の漁獲情報の収集及び魚体精密測定を行う。

(結果の発表・活用状況等〉

発表:平成 20年度東北ブロック水産海洋連絡会

:平成 20年度地球温暖化による沿岸漁場環境への影響評価適応策調査委託事業報告会
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